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（Genetically Modified Organism : GMO）あるいはバイオテクノロジーにより「改変









































































































































（mutually agreed terms : MAT）で，かつ，この条の規定に従ってこれを提供す
る。」「遺伝資源の取得の機会が与えられるためには，当該遺伝資源の提供国で
ある締約国が別段の決定を行う場合を除くほか，当該締約国による事前の情報












































































































































































































































































アントニュー（Antoniou）他による GMO Myths and Truths（2012）を参考にし
ながら，GM作物・GM食品をめぐる論争に関して，肯定派と反対派の主要な
論点を対比してみよう。
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